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男女共同参画社会の実現に向けて　〜　男女共同参画推進だより

　

女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立
さ

れ
た
背
景
に
は
、
依
然
と
し
て

解
消
さ
れ
な
い
就
労
分
野
に
お

け
る
男
女
格
差
の
問
題
が
あ
り
、

国
が
平
成
15
年
に
示
し
た
目
標

（
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
、
平
成
32
年
ま
で
に
指
導
的

地
位
に
女
性
が
占
め
る
割
合
が

30
％
程
度
に
な
る
よ
う
に
期
待

す
る
）
か
ら
10
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
各
分
野
で
の
女

性
の
参
画
は
十
分
で
は
な
く
、

国
際
社
会
か
ら
も
大
き
く
遅
れ

を
と
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

国
は
、
女
性
の
力
を
我
が
国

最
大
の
潜
在
力
で
あ
る
と
し
て
、

女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
、

そ
の
希
望
に
応
じ
て
個
性
と
能

力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
女
性

活
躍
推
進
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活

躍
推
進
法
）
の
施
行
を
受
け
、
第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
を

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
市
町
村
推
進
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し

て
位
置
付
け
、
本
市
に
お
け
る
更
な
る
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
本
号
で
は
、
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

女
性
活
躍
推
進
法
の
目
的
は
、

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
市
町

村
等
の
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が

策
定
し
た
基
本
方
針
等
を
勘
案
し

て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
相

談
体
制
、
両
立
支
援
、
職
業
教
育

の
充
実
等
の
取
組
を
盛
り
込
ん
だ

推
進
計
画
等
の
策
定
が
努
力
義
務

と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
推
進
計

画
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画
と
一

体
の
も
の
と
し
て
策
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
第
３
次
野
田
市
男

女
共
同
参
画
計
画
を
女
性
活
躍

推
進
法
に
基
づ
く
市
町
村
推
進

計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
位

置
付
け
る
た
め
、
国
の
指
導
を

踏
ま
え
、
市
の
施
策
と
国
の
施

策
と
の
対
応
表
や
、
位
置
付
け

に
必
要
な
市
計
画
へ
の
追
記

（
案
）
を
作
成
し
、
第
２
回
野
田

市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
に
諮

り
、
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
施
策
の
対
応
表
は
次
頁
で
紹

介
し
て
い
ま
す

※
網
掛
け
部
分
が
追
記
箇
所

〈
第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参

画
計
画
へ
の
追
記
箇
所
〉

第
１
章 

計
画
策
定
に
当
た
っ

て ２ 

計
画
の
位
置
付
け

　

ま
た
、
本
計
画
は
、
※1
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第

６
条
第
２
項
に
基
づ
く
「
市

町
村
推
進
計
画
」
と
し
て
も

位
置
付
け
ま
す
。

※1
条
文
の
説
明
に
つ
い
て
は
、

次
頁
に
記
載
し
て
い
ま
す

［
法
成
立
の
背
景
］

［
法
律
の
概
要
］

［
市
の
対
応
］

【
女
性
活
躍
推
進
法
が
平
成
27
年
９
月
か
ら
施
行
】

女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

市
町
村
推
進
計
画
の
位
置
付
け 

 

 

 

 

 

【計画の位置付けフロー図】

《国》 
■男女共同参画
　基本計画

 《県》 
■千葉県男女共
　同参画計画 
■千葉県ＤＶ防
　止・被害者支
　援基本計画

●男女共同参画社会基本法 
●女性の職業生活における活躍の推進に関する法律 
●配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する
　法律 

野田市総合計画

第３次野
田市男女
共同参画
計画

関連する主な計画  
●人権教育・啓
　発に関する野
　田市行動計画
●野田市エンゼ
　ルプラン  



２

〈
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
掲
げ
る
施
策
と
第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
施
策
と
の
対
応
表
﹀

１　
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
措
置

国
の
基
本
方
針
に
掲
げ
る
施
策

第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
施
策

○�

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
の
認
定

●
市
の
公
共
工
事
等
の
入
札
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化

○
公
共
調
達
を
通
じ
た
女
性
の
活
躍
推
進

●
市
の
公
共
工
事
等
の
入
札
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化

○
企
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
状
況
の
「
見
え
る
化
」
の
促
進
等
●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●「
野
田
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
職
場
環
境
の
整
備

○
中
小
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
の
促
進

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

○
非
正
規
雇
用
に
お
け
る
雇
用
環
境
等
の
整
備

●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

○
女
性
の
登
用
促
進
の
た
め
の
支
援

●
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
登
用
率
の
拡
大

●
市
女
性
職
員
の
人
材
育
成

●
市
女
性
職
員
の
登
用
及
び
能
力
活
用

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●
防
災
会
議
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
参
画
促
進

○
再
就
職
支
援

●�

市
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
求
人
情
報
の

開
拓
及
び
情
報
提
供

●
職
業
能
力
開
発
に
係
る
講
座
の
充
実
等

●
女
性
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●
女
性
、
中
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大

●
就
業
相
談
の
充
実
及
び
就
労
支
援
の
推
進

○
起
業
・
創
業
支
援

●
女
性
商
工
業
者
（
自
営
業
）
等
へ
の
経
営
参
画
の
促
進
等

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進

○
女
性
の
参
画
が
少
な
い
分
野
で
の
就
業
支
援

●
農
家
に
お
け
る
家
族
経
営
協
定
の
普
及
促
進

●
職
業
能
力
開
発
に
係
る
講
座
の
充
実
等

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
推
進

●
技
術
・
家
庭
科
教
育
の
充
実

●
個
性
重
視
の
進
路
指
導
の
充
実

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

●
国
際
理
解
教
育
の
推
進

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進

○
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
情
報
の
収
集
・
整
理
・
提
供

●
市
施
設
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

●
労
働
関
係
資
料
の
収
集
及
び
提
供

●�

市
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
求
人
情
報
の

開
拓
及
び
情
報
提
供

●
就
業
相
談
の
充
実
及
び
就
労
支
援
の
推
進

○
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
啓
発
活
動
●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

●
労
働
関
係
資
料
の
収
集
及
び
提
供

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

２　
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
を
図
る
た
め
に
必
要
な
環
境
の
整
備

国
の
基
本
方
針
に
掲
げ
る
施
策

第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
施
策

○�

男
性
の
意
識
と
職
場
風
土
の
改
革

●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
講
演
会
等
の
開
催

●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
関
係
資
料
の
収
集
及
び
提
供

●
企
業
に
お
け
る
育
児
休
業
制
度
等
の
充
実
促
進

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●
男
性
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
促
進

○�

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
に
向
け
た
子
育
て
支
援
環
境
の

整
備

●「
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
広
報
、
啓
発
の
推
進

●
産
休
・
育
休
明
け
保
育
の
円
滑
な
利
用
の
確
保

●
延
長
保
育
の
充
実

●
休
日
保
育
の
充
実

●
病
児
・
病
後
児
保
育
の
充
実

●
保
育
所
の
施
設
整
備
の
推
進

●
駅
前
保
育
の
整
備

●
学
童
保
育
所
の
受
入
れ
体
制
の
整
備

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
拡
大

●
子
育
て
サ
ロ
ン
の
整
備
推
進

●
つ
ど
い
の
広
場
事
業
の
充
実

●
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

●
子
ど
も
支
援
室
の
設
置
に
よ
る
切
れ
目
な
い
支
援
の
推
進

●
求
職
者
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

●�

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生
活
の
向
上
と
児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
た
支
援

の
充
実

○
長
時
間
労
働
の
是
正
・
休
暇
の
取
得
促
進

●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

●
企
業
に
お
け
る
育
児
休
業
制
度
等
の
充
実
促
進

○�

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
に
向
け
た
企
業
の
取
組
促

進

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●
企
業
に
お
け
る
育
児
休
業
制
度
等
の
充
実
促
進

○
柔
軟
な
働
き
方
の
推
進

●
企
業
・
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●「
ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス
」
に
つ
い
て
の
広
報
、
啓
発
の
推
進

○
職
場
の
風
土
改
革
に
効
果
的
な
人
事
評
価
制
度
の
検
討

●
市
女
性
職
員
の
登
用
及
び
能
力
活
用

○�
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
の
実
現

●�

民
間
企
業
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ

タ
ニ
テ
ィ
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
に
対
す
る
防
止
対
策
の
促
進

●�

市
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
に
対
す
る
防
止
対
策
の
推
進

●�

学
校
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
）
に
対
す
る
防
止
対
策
の
推
進

●
女
性
活
躍
推
進
法
第
６
条
第
２
項
の
説
明

　
女
性
活
躍
推
進
法
は
、
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
、
そ
の
希
望
に
応
じ
て
十
分
に
能
力
を
発
揮
し
活

躍
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
平
成
27
年
８
月
に
成
立
し
た
法
律
で
す
。

　
市
町
村
は
、
国
が
定
め
る
基
本
方
針
等
を
勘
案
し
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
け
る
女
性
の
職
業

生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
計
画
（
市
町
村
推
進
計
画
）
を
定
め
る
よ
う
努

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



３

１　
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
措
置

国
の
基
本
方
針
に
掲
げ
る
施
策

第
３
次
野
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
施
策

○�

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
企
業
の
認
定

●
市
の
公
共
工
事
等
の
入
札
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化

○
公
共
調
達
を
通
じ
た
女
性
の
活
躍
推
進

●
市
の
公
共
工
事
等
の
入
札
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
強
化

○
企
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
状
況
の
「
見
え
る
化
」
の
促
進
等
●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●「
野
田
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
職
場
環
境
の
整
備

○
中
小
企
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
に
向
け
た
取
組
の
促
進

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

○
非
正
規
雇
用
に
お
け
る
雇
用
環
境
等
の
整
備

●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

○
女
性
の
登
用
促
進
の
た
め
の
支
援

●
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
登
用
率
の
拡
大

●
市
女
性
職
員
の
人
材
育
成

●
市
女
性
職
員
の
登
用
及
び
能
力
活
用

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

●
防
災
会
議
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
参
画
促
進

○
再
就
職
支
援

●�

市
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
求
人
情
報
の

開
拓
及
び
情
報
提
供

●
職
業
能
力
開
発
に
係
る
講
座
の
充
実
等

●
女
性
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●
女
性
、
中
高
年
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大

●
就
業
相
談
の
充
実
及
び
就
労
支
援
の
推
進

○
起
業
・
創
業
支
援

●
女
性
商
工
業
者
（
自
営
業
）
等
へ
の
経
営
参
画
の
促
進
等

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進

○
女
性
の
参
画
が
少
な
い
分
野
で
の
就
業
支
援

●
農
家
に
お
け
る
家
族
経
営
協
定
の
普
及
促
進

●
職
業
能
力
開
発
に
係
る
講
座
の
充
実
等

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進

○
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
推
進

●
技
術
・
家
庭
科
教
育
の
充
実

●
個
性
重
視
の
進
路
指
導
の
充
実

●
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

●
国
際
理
解
教
育
の
推
進

●
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
の
推
進

○
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
情
報
の
収
集
・
整
理
・
提
供

●
市
施
設
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実

●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

●
労
働
関
係
資
料
の
収
集
及
び
提
供

●�

市
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
活
用
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
向
け
求
人
情
報
の

開
拓
及
び
情
報
提
供

●
就
業
相
談
の
充
実
及
び
就
労
支
援
の
推
進

○
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
啓
発
活
動
●
労
働
者
の
権
利
の
周
知
、
啓
発
の
推
進

●
労
働
関
係
資
料
の
収
集
及
び
提
供

●
企
業
、
団
体
等
へ
の
広
報
、
啓
発
の
充
実

◎
演
題「
夫
婦
共
働
き
の
優
先
権
」

山
田
久
美
女
流
四
段

　

現
在
、
公
益
社
団
法
人
日
本
将

棋
連
盟
の
会
員
で
、
将
棋
を
指
す

こ
と
が
仕
事
の
女
流
棋
士
。

　

プ
ロ
の
将
棋
の
世
界
に
入
っ

た
の
は
昭
和
57
年
、
中
学
を
卒
業

し
た
年
の
15
歳
。

　

30
年
ほ
ど
前
は
女
流
棋
士
の

人
数
も
15
名
前
後
と
少
な
く
、
こ

れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
人
数
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
プ

ロ
の
棋
士
が
推
薦
す
れ
ば
女
流

棋
士
に
な
れ
る
と
い
う
簡
単
な

も
の
で
し
た
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
ど
ん
ど

ん
進
む
中
、
よ
う
や
く
将
棋
界
も

女
性
が
活
躍
で
き
る
流
れ
に
な

っ
て
い
っ
た
。

　

群
馬
県
太
田
市
出
身
で
高
校

へ
は
行
か
ず
、
内
弟
子
生
活
を
１

年
半
経
験
し
て
「
我
慢
、忍
耐
力
、

独
立
心
」
を
身
に
付
け
る
。
30
歳

で
実
家
を
出
て
一
人
暮
ら
し
を

し
、
30
代
後
半
に
将
棋
を
通
じ
て

知
り
合
っ
た
剣
道
の
指
導
者
で

消
防
士
の
一
般
男
性
と
結
婚
。
夫

か
ら
「
そ
の
日
頑
張
ら
な
か
っ
た

人
間
に
次
の
機
会
は
無
い
」「
勝

て
な
い
よ
う
な
ら
辞
め
て
し
ま

え
、
他
の
人
に
迷
惑
」「
負
け
て

泣
い
て
い
い
の
は
努
力
し
た
人

間
だ
け
」
等
と
自
身
に
的
を
射
た

言
葉
に
激
励
さ
れ
た
。
勉
強
す
る

時
間
が
な
い
中
、
夫
婦
間
で
仕
事

の
あ
る
方
を
優
先
し
、
家
事
の
分

担
な
ど
を
無
理
の
な
い
よ
う
に

行
う
生
活
の
優
先
順
位
を
決
め

て
い
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
最
優
先
は
女
流
棋

士
の
対
局
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
対

戦
相
手
を
徹
底
的
に
研
究
し
、
チ

ー
ム
山
田
に
参
加
す
る
協
力
者

と
実
践
練
習
を
行
う
。
２
番
目
は

剣
道
の
指
導
。
無
理
の
な
い
時
間

の
使
い
方
で
気
持
ち
に
余
裕
が

持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。
対
局
に

も
い
い
影
響
が
出
て
、
タ
イ
ト
ル

戦
へ
の
挑
戦
も
で
き
た
。
残
念
な

が
ら
タ
イ
ト
ル
は
獲
得
で
き
な

か
っ
た
が
、
恥
ず
か
し
く
な
い
将

棋
が
指
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
戦
が
終
わ
り
、
家
に

帰
っ
た
ら
主
人
が
明
る
い
顔
で

「
お
つ
か
れ
〜
」
と
言
い
、「
チ
ー

ム
山
田
の
み
ん
な
に
連
絡
し
て

お
け
よ
、「
や
っ
ち
ま
い
ま
し
た

〜
」
っ
て
」
と
、
そ
う
い
う
感
謝

の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
る
、
そ

れ
が
我
が
家
で
一
番
優
先
さ
せ

る
こ
と
で
す
。

◎
演
題
「
勝
負
に
こ
だ
わ
る
仕
事

勝
負
に
こ
だ
わ
ら
な
い
子
育
て
」

真
田
彩
子
女
流
二
段

　

福
島
県
い
わ
き
市
出
身
で
20

代
後
半
に
棋
士
同
士
の
結
婚
を

し
た
。
夫
の
両
親
と
同
居
し
て
、

女
流
棋
士
の
対
局
を
行
う
不
規

則
な
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
。
結

婚
生
活
５
年
目
に
子
ど
も
を
授

か
る
。「
我
以
外
皆
我
師
」
自
分

以
外
の
、
人
で
も
物
で
も
皆
、
自

分
に
何
か
を
教
え
て
く
れ
る
先

生
だ
と
い
う
こ
と
を
日
常
の
方

針
に
し
て
対
局
に
挑
む
が
、
子
育

て
に
疲
れ
て
、
目
の
前
の
対
局
に

集
中
で
き
な
い
。

　

子
ど
も
は
大
人
よ
り
も
強
い

こ
と
を
子
ど
も
か
ら
教
え
ら
れ
、

指
し
た
手
が
最
善
な
も
の
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
趣
味
の
乗

馬
で
は
人
が
２
割
、
馬
が
８
割
で

動
く
こ
と
が
で
き
る
。
茶
道
で
も

茶
碗
を
持
つ
左
手
が
「
主
」
に
な

り
、
右
手
は
「
添
え
」
に
な
る
。

家
庭
で
は
８
割
は
自
分
が
行
う

よ
う
に
し
て
、
２
割
は
夫
や
子
ど

も
に
任
せ
る
よ
う
に
し
て
、
自
分

な
り
に
仕
事
、
育
児
や
日
常
生
活

を
送
る
上
で
ス
ト
レ
ス
を
で
き

る
だ
け
感
じ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

共
働
き
夫
婦
に
は
負
担
が
あ

り
、
優
先
権
は
相
手
の
理
解
が
必

要
に
な
る
。
夫
の
お
か
げ
で
、
40

代
に
な
っ
て
も
ま
だ
頑
張
れ
る

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
テ
ー
マ
】「
イ
マ
ド
キ
の
家
族
の

建
前
と
本
音
〜
子
育
て
社
員
を

活
か
す
職
場
と
は
？
」

【
講
師
】
ロ
ジ
カ
ル
・
ペ
ア
レ
ン

テ
ィ
ン
グ
Ｌ
Ｌ
Ｐ
代
表　

林
田

香
織
氏

【
開
催
日
】
２
月
23
日
火

【
対
象
】
市
内
の
工
業
団
地
会

【
会
場
】
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

【
参
加
者
数
】
23
名

【
テ
ー
マ
】「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
〜
お
互

い
を
尊
重
す
る
関
係
と
は
」

【
講
師
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
副
代
表　

西
山
さ
つ
き
氏

【
開
催
日
】
７
月
16
日
木

【
会
場
】
清
水
高
等
学
校

【
参
加
者
数
】
446
名

【
開
催
日
】
10
月
15
日
木

【
会
場
】
野
田
中
央
高
等
学
校

【
参
加
者
数
】
320
名

【
開
催
日
】
10
月
28
日
水

【
会
場
】
関
宿
高
等
学
校

【
参
加
者
数
】
94
名

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

講
演
会
を
実
施

○
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
講
演
会
を
実
施

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
の
12
月
27
日
に
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
４
階

小
ホ
ー
ル
で
女
流
棋
士
に
よ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
田
久
美
女
流
四
段
と
真
田
彩
子
女
流
二
段
の
お
二
人
を
お
迎

え
し
た
講
演
会
で
は
、
対
局
に
挑
む
姿
勢
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

る
家
族
と
の
家
事
の
分
担
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
は
同
じ
と
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山田久美女流四段（左）と真田彩子女流二段（右）

女
流
棋
士
に
よ
る

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
講
演
会



４

◆
欅
の
ホ
ー
ル
内
興
風
図
書
館
及

び
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
内
せ
き
や
ど

図
書
館
に「
女
性
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
女
性
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、

毎
年
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
推

進
課
が
女
性
を
テ
ー
マ
と
し
た

様
々
な
分
野
の
図
書
を
購
入
し
、

設
置
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
興

風
図
書
館
に
35
冊
、
せ
き
や
ど
図

書
館
に
７
冊
の
新
規
図
書
を
整
備

し
ま
し
た
。

◆
図
書
は
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
検
索
し
た
り
、
登
録
を
す

れ
ば
予
約
も
で
き
ま
す
。

　

新
し
い
図
書
の
一
例
と
し
ま
し

て
は
…

興
風
図
書
館

●
あ
な
た
の
才
能
が
花
ひ
ら
く
本

（
浦
山
孝
子
）

●
働
く
女
性
と
健
康（

武
谷
雄
二
）

●
親
と
子
の
い
い
関
係（柴

田
愛
子
）

●�

夫
が
妻
に
何
度
も
恋
を
す
る

魔
法
の
習
慣

（
芹
澤
多
美
）

●�

命
も
や
し
て
‥
87
歳
現
役
女
性

弁
護
士
の
回
想（

佐
々
木
静
子
）

せ
き
や
ど
図
書
館

●�

子
育
て
が
楽
し
く
な
る
魔
法
教

え
ま
す

（
上
野
良
樹
）

●�

信
じ
る
チ
カ
ラ
の
、
信
じ
ら
れ

な
い
健
康
効
果

（
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ィ
ル
ツ
）

●
１
番
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に

（
水
崎
朝
恵
）

　

な
ど
、
女
性
の
職
業
生
活
に
関

す
る
も
の
、
エ
ッ
セ
イ
、
子
育
て

や
健
康
に
関
す
る
も
の
な
ど
立

場
や
年
代
を
問
わ
ず
幅
広
く
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

興
風
図
書
館
及
び
せ
き
や
ど
図
書

館
の「
女
性
情
報
コ
ー
ナ
ー
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い

～ひとりで悩まないで～

相談事業のご案内

無料・秘密厳守

　あなたが抱えている問題・悩み
（生き方、男女関係、ＤＶ、夫婦・
家族関係、人間関係など）について、
女性のカウンセラーがあなたと一
緒に考えます。

【対象】
市内在住・在勤・在学の女性
【相談日・場所】
＊�毎週第１〜第４木曜日（祝日除く）
　市役所５階相談室
＊毎月第２土曜日（祝日除く）
　野田公民館（欅のホール）
　３階相談室
【時間】午前10時〜午後４時
＊�木曜・土曜ともに１日５人まで
面接相談は50分、電話相談は20
分程度となります

【予約・お問い合わせ】
野田市人権・男女共同参画推進課
☎04−7125−1111（内線）2577
※�希望日の前月の１日から電話予
約を受付します

　夫や元夫、事実上婚姻関係にあ
る者（内縁関係）、同居の交際相手
からの暴力（ＤＶ）に悩んでいる
女性の相談窓口です。

【相談日】
＊月〜金曜日
　（祝日、年末年始を除く）
【時間】
＊午前８時30分〜午後５時15分

【ＤＶ相談専用電話】
野田市配偶者暴力相談支援センター
☎04−7125−9119　(直通)
※�できるだけ、事前にお電話くだ
さい
　�電話相談も受付しますが、原則
は面接相談となります

　家庭や仕事、人間関係、心や体
など誰にも相談できずに悩んでい
ませんか。男性ならではの様々な
悩みについて、男性相談員がお話
を伺います。
　今まで心にしまってきた悩みを
相談員に話すだけでも、そのスト
レスは軽減されます。

【相談日】
＊火・水曜日
　祝日・年末年始は除く
　月曜祝日のとき翌日火曜は休み
【時間】
＊午後４時〜午後８時

【相談専用電話番号】
千葉県男女共同参画センター
☎043−285−0231

女性のための相談 ＤＶ相談 男性のための相談


